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2003 年、武貞らによって、量子常誘電体 SrTiO3と KTaO3において、低温で紫外光照射による誘電
率の異常増加が報告された[1]。また 2014年、中西らによって、KTaO3に関して、X線を照射すること







(12000s での電気容量)は 5K で最大となり、





(inset は 0～50K の拡大図)で、5 つのピーク
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